
　平成２７年１０月２０日から１１月１９日までの間、「第６期美幌町総合計画（案）」について、パブリッコメント（意見公募）手続を実施したところ、

１件（６項目）のご意見をいだきました。いただいたご意見の内容と、それに対する町の考え方及び回答について、下記のとおりお知らせいたします。

№ 該当箇所 ご意見の内容 町の考え方 回答

1

【Ｐ５５】

２－７
生活環境保全・緑
化活動の推進

指標

　町の事務事業に伴う温室効果ガス排出量が、Ｈ３４年以降がＨ３０年
と同数になっているが、取りくみを行うのに、この数値ではとりくむ積
極性が見えない。数値目標の見直しをして欲しい。

　町の事務事業に伴う温室効果ガス排出量は、第
２期美幌町地球温暖化防止実行計画が平成２９年
度までとなっており、現計画での数値の設定と
なっております。新計画が策定する際に、現計画
を検証した上で平成３４年度以降の数値を設定い
たします。

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

2

【Ｐ５６】

２－７
生活環境保全・緑
化活動の推進

(1)環境共生に向け
た総合的な取り組
み

①地球温暖化防止
に向けた取り組み
の推奨

施策の内容

　「ＬＥＤ化を推奨する」とあるが、「地球温暖化防止実行計画」で
は、照明灯の新規購入時は省エネ型にする、となっている。“推奨”と
いう言葉は他人まかせで積極的意志に欠けるので「ＬＥＤ化する」とし
て欲しい。
　また、この対象は町の公共施設をさすのか、一般のお店や家庭をさす
のか対象を明確に。

　①地球温暖化防止に向けた取り組みの推奨とあるが、対象は誰か？公
共施設での太陽光発電等新エネルギーの導入をして欲しい。

　他、温暖化防止のための広報、周知活動する。町全体でイベント的に
有志で“今日は照明つけませんデー”“今日は自家用車のりません
デー”などやってみてはどうか。

　地球温暖化は世界規模での取り組みが求められ
ているものであり、町の施設等も積極的に取り組
んで参りますが、国、道等における公共施設及び
民間などの取り組みも含め、国の施策を見ながら
推奨していくものと考えています。
　公共施設において新エネルギーの取り組みにつ
いては、随時検討しております。
　温暖化防止のための広報等は、国、北海道と連
携のうえ、取り組んでいくこととなります。

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

3

【Ｐ７４】

３－３　林業の振
興

　森林認証林の拡大をすすめると同時に、町や町民が使う紙製品（トイ
レットペーパー、コピー用紙や広報誌、封筒など）は、ＦＳＣの紙に切
り替えて欲しい。なぜなら私達が使っている紙の殆どが東南アジアの森
林を伐採して作られており、発展途上国の自然を壊している可能性があ
るため。ＦＳＣの商品をもっと使い、再生可能な木から紙の循環を促す
住民への周知活動を行って欲しい。

　平成１７年度に国際認証であるＦＳＣ森林認証
（山林）及び平成１９年度に工務店等グループで
「美幌．木夢クラブ」を設立しＣＯＣ認証（流通
加工）を取得して、町内で循環できるような「低
炭素な町づくり」を目指しており、現在町内から
産出された認証材を町内の住宅建築材等に使用さ
れ循環を図っているところであります。
　また、森林認証林のエリアについても、毎年森
林所有者への説明会等を行いエリア拡大を行って
いるところであり、今後においても町内から産出
されるＦＳＣ認証材を活用した製品開発を行うと
ともに、町内で利用されるように周知活動を図り
たいと考えています。
　町では現在、送付用封筒にＦＳＣ認証を使用し
た紙を使用しております。今後ともＦＳＣ認証林
の様々な使用方法を含め検討して参ります。

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

4

【Ｐ７７】

３－４　新エネル
ギーの推進

　数年後、電気会社を自由に選べるようになることを視野に、町民全体
が太陽光発電などの再生可能エネルギーを活用できるようになるための
（まかなえるようになるための）準備をすすめて欲しい。

　本町では地域特性を活かした「太陽光発電シス
テム」及び「木質バイオマス」の導入促進を図る
ことを目的として、「太陽光発電システム設置モ
ニター事業」や「木質ペレットストーブ補助事
業」により再生可能エネルギーを導入しやすい助
成制度を設けております。今後も、活用（導入）
しやすい助成制度のあり方などを検討してまいり
たいと考えております。

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

5

【Ｐ９１】

４－１　道路網の
整備

　温暖化対策として自転車は移動手段に有効だが、横断歩道に自転車
マークがある、所により歩道にのりあげるなど走りにくい。自転車用道
路をつくってほしい。

　現在の美幌町市街地の自転車通行量では、自転
車専用レーンを設置するまでに至っておりません
が、自転車が走行しにくい箇所の点検を行い、今
後とも、自転車が安全に走行できるよう取り組ん
でまいります

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

6

【Ｐ９８】

治山・治水対策の
推進

　河川環境の保全については、河川など工事をする際は生物多様性への
配慮も必要なので、専門家からの意見をもらいながらとりくんで欲し
い。

　河川の多様な植生は、良好な景観を形成し、魚
類や鳥類等にとって貴重な生息、生育、繁殖環境
となっています。
  一方、洪水防止のための、河川維持管理は重要
なことから、99ページ記載の河川整備「④国・道
と連携した河川環境の保全の推進」を図りなが
ら、工事の際には必要に応じ専門家等の意見を聞
きながら環境保全のための措置を講じることとし
ています。

計画については原
案のままとさせて
いただきます。

第６期美幌町総合計画（案）に係るパブリックコメント（意見公募）手続の実施結果について

－ 1 －


